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岐阜県における「自然の水辺復活プロジェクト」
の取り組みについて

岐阜県県土整備部河川課長
堂薗俊多

11

多自然川づくりの取組みの経緯

国の動向
Ｈ２ 多自然型川づくりの推進（実施要領）

Ｈ９ 河川法改正

岐阜県では

Ｈ３～ 多自然型川づくりシンポジウム開始

（河川環境メ セ 自然共生シンポジウムＨ９ 河川法改正

－ 河川法に「環境」が位置づけられた

Ｈ１８ 多自然川づくりレビュー

（河川環境メッセ、自然共生シンポジウム

自然共生講演会）

Ｈ１２～ 自然共生工法展示場

Ｈ１３～ 「自然の水辺復活プロジェクト」

自然共生工法研究会

自然工法管理士認定制度

Ｈ１４～ 自然共生工法認定制度

Ｈ１８～ ベストリバー事業

多自然川づくり基本方針

－「多自然型」から「多自然」へ

Ｈ１８ 多自然川づくりポイントブック

Ｈ１９ 中小河川に関する河道計画の技術基準

Ｈ２０ 多自然川づくりポイントブックⅡ

Ｈ１９ 自然共生工法認定制度レビュー

Ｈ２１ 自然共生川づくりの手引き(案）

Ｈ２１～ 自然共生川づくり勉強会

Ｈ２２ 清流の国ぎふづくりのモデル河川整備
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岐阜県 自然の水辺復活プロジェクト

協働協働

自然共生工法研究会

人づくり

自然工法管理士認定制度

ものづくり 自然に配慮した
川づくり
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自然工法管理士認定制度
自然共生工法認定制度

現場での実践

各現場での取組み

自然共生川づくりの手引き（案）

岐阜県 自然共生川づくりの手引き
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手引き書のテーマ：川づくりの目標設定

その川、水辺固有の特徴、魅力に気づき、
課題をあぶり出す
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「自然共生川づくりの手引き」の活用

スケッチブックを持って現地踏査

6板屋川（岐阜市）（平成２１年１０月）
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現地情報は自らの足でかせぐ

7板屋川（岐阜市）（平成２１年１０月）

互いの情報を持ち寄り、目標のイメージ化
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・

【WS-4 平面形の概略検討と検討対象区間の分割】
対象河川・事業名　： 自然共生川づくりの手引き（仮称）ケーススタディー　石田川 現況河幅12ｍ（水面幅＝堤防間）、現況流下能力20ｍ3/ｓ（堤防満杯） Date：

5年確率流量70ｍ3/ｓ チーム：
∴B1=12×（70÷20）＝42m 一次川幅を赤丸で表示

川づくりの目標の具体化①
＜目標設定平面図＞

情報の追加

基本計画図

（平面図・縦断図・
横断図・一般図等）

情報収集と
現地踏査のとりまとめ

目標を具体化するプロセス

 
【WS-3 目標設定シート】 Date：

チーム： グループＡ
対象河川・事業名　： 自然共生川づくりの手引き（仮称）ケーススタディー　石田川

①WS-3目標設定準備シートの整理結果を記入

○

瀬と淵を確保する ◎

ススキ、ジュズダマが生える

景観的に違和感のない河岸の形成 ○

カワニナを保全(ホタル)
特定動植物

カワセミが生息できるようなえさ場の確保

大項目 川づくりの目標（個別目標、環境保全対象） 優先度（◎○）中項目

治水

自然共生

景観

陸域部

水際部

水域部

流下能力

水際に変化をつけて、ヨシが適度に繁茂する

◎

その他
水衝部、保全対象家屋、橋梁取付部の処理 ◎

1/5確率　70m3/sを安全に流下させる

川づくりの目標

目標を達成するために効果がある

追加距離

4
K
4
0
0

5
k1
0
0

現況縦断

特殊部・
保全対象

区間分割

背後地
(右岸）

平面形状
（R=XXX)

河積

堤防/護岸
(右岸）

堤防/護岸
(左岸）

背後地
(左岸）

砂州・寄州
淵等の分布

横断構造物

用地

情報の追加

 川づくりの目標の具体化②
＜代表断面イメージ＞

川づくりの目標を踏まえた
基本計画図の作成へ

代表断面の抽出

②上表を踏まえ検討対象区間の川づくりの目標をまとめて記入

魚(稚魚)の育成できるような環境

子供が遊べる空間

○

里山の景観と調和し、洪水にも安全な川づくり
瀬と淵を保全して、生き物に優しく、ホタルが舞う川づくり

川づくりの目標

その他項目

水辺

利用

水域

目標を達成するために効果がある
断片的な工夫・アイデアの抽出

有望なアイデアの
選択

色々な視点・

立場からニーズ
を煮詰める

川づくりの目標のイメージ化
目標イメージ横断図（例）
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川づくりの目標設定を行う際のポイント

そのまちの住民にとって、どのような役目を果たす川なのか
・川に目を向ける前に、広い視野でまち全体やその歴史から学ぶ

例：人の動線に着目し、散歩に使われる川であれば、木陰の創出や休憩場所

の設定、そこから水辺を眺めた際に何が目に入るかに着目する

ひとつの水辺が目指す目標はシンプルに
・一連区間には統一的かつシンプルな目標を設定する。幕の内弁当はダメ

例：水に近づきやすい親水性を求めるのであれば、川を眺めながら休む

場所に工夫をし、そこからまっすぐに水に触れられる場所までをつなぐ

自らの能力を越えることは素直に専門家に聞く
・景観設計について素人であれば、その道の専門家を訪ねるべし

例：河川の沿川や周辺に十分な用地を確保することに専念し、専門家が力を

発揮しやすい現場が確保できたら、その道のプロに聞く

自然共生川づくり勉強会

実施方法
・実際に川の現場を歩き、その川の課題を共有し、

関係者が一緒になって解決策を探る関係者が 緒になって解決策を探る

・専門家を講師に招き、現場で指摘・意見交換

テーマを決めて実施（平成２２年度～）
・第１回：河畔林の保全（垂井町 梅谷川）（９月９日）

・第２回：都市河川での自然共生の考え方（岐阜市 境川）（１０月３０日）

・第３回：川の見方、川づくりの目標設定（高山市 苔川）（１１月２５日）

づ・第４回：川幅を広げ川の蛇行を活かした川づくり

（川辺町 飯田川）（１月２８日）

様々な分野から参加
・地域活動のリーダー、コンサルタント、建設会社、

２次製品メーカー、行政関係
12
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現地にて意見交換

13梅谷川（垂井町）（平成２１年９月）

意見交換

14梅谷川（垂井町）（平成２１年９月）
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現場での実践

テーマその１

必要な立木は極力残し、木陰のある自然な川の景観を維持
するする

テーマその２

自然石を組み合わせて河床低下を防ぎ、水生生物にも良い
河床を再生する

テーマその３

治水のための護岸と自然環境のための水際を分けて考え、
川に自由度を持たせる

15

中小河川に関する河道計画の技術基準（H20.3）

テーマその１： 必要な立木は極力残す
梅谷川（不破郡垂井町）

16
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テーマその１： 必要な立木は極力残す

１．現地の立木をくまなく調査する

２．くり返し、不等流計算を行い残せるものは残す

【凡例】

河畔林保全範囲
護岸（植生タイプ）
護岸（ポーラスタイプ）

府中小学校

平面図

残すことで、治水上役に立つものは残す

階段
歩道

現 況

梅谷川（不破郡垂井町）

テーマその１： 必要な立木は極力残す

従来の拡幅
河畔林の除去
両側に拡幅

河床掘削する

片岸拡幅

18

水際部の植生を保全
陸域部と水域部の連続性を確保

最小限の護岸復旧

極力河畔林を保全する

極力河畔林を保全する

河道掘削範囲を右岸側によせて掘削影響範囲を減らす
現況の澪筋を復元する
現況の河床を変えない
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梅谷川（不破郡垂井町）

テーマその１： 必要な立木は極力残す

19

着工前 工事完了直後

河道掘削で影響のない範囲で、河道掘削で影響のない範囲で、高木を保全高木を保全。。

高木の周囲はブロック同士を連結し、弱点とならな高木の周囲はブロック同士を連結し、弱点とならな
いよう注意して施工いよう注意して施工

長良川（岐阜市・関市・美濃市）

テーマその１： 必要な立木は極力残す

いよう注意して施工いよう注意して施工

20高木を避けてブロックを配置

弱点とならないよう、
高木の周囲のブロックは連結
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 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

一般的な工事時期（例）    

伐 採 

  

掘 削 

 

植生伐採の秋季施工の試行植生伐採の秋季施工の試行

長良川（岐阜市・関市・美濃市）

テーマその１： 必要な立木は極力残す

岩田西工区で試験的に 

行なう工事方法 

 

伐 採 

  

 

 

 掘 削 

  

 

冬季に河畔林を越冬
の場として利用する鳥
類がやってくる前に

21

類がやってくる前に、
あらかじめ伐採を進め
ておくことで、影響の
緩和を図る。

左岸側（岩田西工区）の場合

生物の逃げ場所を確保する施工計画生物の逃げ場所を確保する施工計画

長良川（岐阜市・関市・美濃市）

テーマその１： 必要な立木は極力残す

山に向って片押し
避難

左岸側（岩田西 区）の場合

22
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着工前の状況着工前の状況

長良川（岐阜市・関市・美濃市） 工事完了直後の状況工事完了直後の状況

テーマその１： 必要な立木は極力残す

着 前の状況着 前の状況

工事完了３ヶ月後の状況工事完了３ヶ月後の状況

23

工事完了３ヶ月後の状況工事完了３ヶ月後の状況

長良川（岐阜市・関市・美濃市）

テーマその１： 必要な立木は極力残す

24
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北派川（各務原市川島町）

●この場所の河川特性として、
自然のままでは、水の力で徐々に
河床が掘り下げられてしまう場所

●河床洗掘防止のため、自然素材で
ある石を活用し石組み工法による
分散型落差工を施工

※福留脩文氏の指導にて施工

テーマその２： 自然石を組み合わせた河床の保護

施工前

河床が掘り下げられてしまう場所 分散型落差工を施工

施工後

25

北派川（各務原市川島町）

力石

平面イメージ

テーマその２： 自然石を組み合わせた河床の保護

土木学会論文集F (2010.10)
「石礫河川に組む自然に近い石
積み落差工の設計（福留脩文
他）」より改編

②力石 水深

力石

環石

水の流れに対して
アーチ型になるよう
石をうまくかみ合わせて

外力に抵抗
（アーチ構造）

側面イメージ

26

②力石

①法止め
（根石）

④鱗石

③根石

水深60cm

重心
詰石
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力石は下流側を上向き
にのめらせて設置

（自然界で止まっている

分散型落差工の施工順序（①：根石・力石の施工）

北派川（各務原市川島町）

テーマその２： 自然石を組み合わせた河床の保護

力石

根石

（自然界で止まっている
石の姿）

水の流れ

27

分散型落差工の施工順序（②：環石の施工）

北派川（各務原市川島町）

テーマその２： 自然石を組み合わせた河床の保護

力石環石

水の流れ

28
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環石 石と石のすき間は
水棲生物の

分散型落差工の施工順序（③：環石・鱗石の施工）

北派川（各務原市川島町）

テーマその２： 自然石を組み合わせた河床の保護

力石

生息、生育場所に

水の流れ

29

鱗石

水の流れ

川の流れには変化があり、
白波が立ち、流れ落ちる
水の音が聞こえる

分散型落差工の施工順序（④：施工完了）

北派川（各務原市川島町）

テーマその２： 自然石を組み合わせた河床の保護

水の音が聞こえる

30

下流側は水深60cm
ほどの淵に。
魚が集まり、

アユの産卵の場にも
なっている
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家　
物　置

・現地の石（20cm~40cm程度）を少し護岸際に寄せて、自然堆積に
よる低水路形成をはかる。
・石材を帯状に並べ、縦断的な変化を持たせる。

平面イメージ

■ 特記仕様書

曽部地川（郡上市白鳥町）

テーマその２： 自然石を組み合わせた河床の保護

・曲線区間は、自然の流れを考慮して低水路の深みを水
衝部に寄せる。
・水衝部には大きめの石（径40cm以上）を埋め戻しに用
いて保護を行う。

・直進区間は、急流河川であるため、無
理に蛇行はさせないが、寄石を千鳥状
に配置し、自然堆積による蛇行を促す。

■ 完成状況

31

■ 完成状況

横断イメージ１ 直線区間（中下流部）

■ 特記仕様書

曽部地川（郡上市白鳥町）

テーマその２： 自然石を組み合わせた河床の保護

■ 完成状況

32

良好な河川環境の創出をはかる。
・一部河床を下げ、水深を確保し、魚類の生息場
を創出

・水際に現地発生の石を設置し、澪筋の固定およ
び水生生物の生息場を確保
・陸域に植生の回復が可能な空間を形成
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曲線区間（中下流部）

横断イメージ２

■ 特記仕様書

曽部地川（郡上市白鳥町）

テーマその２： 自然石を組み合わせた河床の保護

■ 完成状況

33

良好な河川環境の創出をはかる。
・水衝部に深みを形成し、魚類の生息場を形成（河床
洗掘防止および空隙確保のため、寄石（径40cm以
上）を行う。）

・水際に現地発生の石を設置し、水生生物の生息場
を確保
・陸域に植生の回復が可能な空間を形成

水際部の早期環境回復を目指し、護岸前面に覆土工
・水際部は、魚や昆虫など、多くの生き物にとって大切な場所。
・施工直後は、植物や土が取り除かれ生き物も少ない状態になるが、早く良好な環境
に戻るよう護岸前面に覆土し、また水際部には変化を付けた。

テーマその３： 護岸と水際を分け、川に自由度を

施工前 施工後

3434

護岸前面に覆土し、
水際部には変化を付ける
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流れのない静かな水面の入り江（ワンド）をつくり、多様な生物に配慮
・小魚や昆虫などの中には、流れのない静かな水面を好む生物もいる。
・川幅に余裕がある場所をうまく活用し、ワンドを施工。
ワンド特有の植生などを利用して外敵から身を守り、多様な生物が育まれる
水辺になるように工夫を行った

テーマその３： 護岸と水際を分け、川に自由度を

施工前 施工後

水辺になるように工夫を行った。

川幅に余裕が
ある場所

ワンドを作って
みた

3535

施工前

3636
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施工後

3737

3838
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3939

4040
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自然の水辺復活プロジェクトの取り組みを通じて学んだこと

１．川幅や沿川の土地に余裕を確保することが、結果
的に良い川づくりを成功させるカギとなる

・沿川の道路に５０ｃｍの余裕があれば、川に沿っ

て木が植えられる。一休みするベンチも置ける。木 植 られる。 休みする ンチも置ける。

・沿川に公園があれば、公園と一体となった親水

空間が設計できる。

41

自然の水辺復活プロジェクトの取り組みを通じて学んだこと

２．標準断面を決めることから始めず、今ある川に最小
限の手を加えて目標とする流下能力を確保するアプ
ローチが大切

・不等流計算を繰り返し行う労を惜しまなければ、

川の景観を形成している巨石も存置できる。

42
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施行地

支川合流 巨岩 わん曲部であるこ ◆ 平面イメ ジ

長良川（郡上市美並町大矢・下田）

地元に親しまれ、川の景観を形成している巨石を極力存置

水制工（水はね）として岩を極力残す洪水疎通能力を高める掘削水制工として岩を極力残す

.3
50
ｋ

支川合流、巨岩、わん曲部であるこ
とから河積拡大により整流する。

坂路を設け維持管理する。

◆ 平面イメージ
水衝部の保護（護岸）。

吉田小学校

現況の澪筋の岩盤を保全する。

91
.

：印は巨岩を示す

極力、高水敷の掘削により河積を確保する。
左岸側の河床をさげて
河積を拡大する。
（平水以下で掘削あり）

当区間の特徴である急流と岩盤と深い淵を保全する。

新吉田橋（モニタリングの結果を踏まえ保全も検討中）

乱流を起こす岩盤を撤去する。

43

洪水疎通能力を高める掘削

水制工として岩を極力残す

巨岩

吉田小学校

写真

長良川（郡上市美並町大矢・下田）

地元に親しまれ、川の景観を形成している巨石を極力存置

現況の澪筋の岩盤を
保全する。

91
.3

50
ｋ

：印は巨岩を示す

新吉田橋（モニタリングの結果を踏まえ保全も検討中）

写真

極力、高水敷の掘削により河積を確保する。

44

掘削

岩を極力残す

巨岩
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水制工（水はね）として岩を極力残す

巨岩

吉田小学校写真

長良川（郡上市美並町大矢・下田）

地元に親しまれ、川の景観を形成している巨石を極力存置

現況の澪筋の岩盤を
保全する。

91
.3

50
ｋ

：印は巨岩を示す

巨岩

新吉田橋（モニタリングの結果を踏まえ保全も検討中）

45施工前 施工後 （H19,20）

澪筋の岩盤を保全

4

自然の水辺復活プロジェクトの取り組みを通じて学んだこと

３．水際部等に変化をつけることを想定した施工業者と
の十分な意志疎通、完成検査の手法が重要

・設計を担当したコンサルタントが模型を製作し、そ

の模型を介して、発注者（県）と施工業者を含む３者模型を介し 、発注者（県） 施 業者を含む 者

で話し合いながら、現場の仕上がりの意思統一を

図る。

46
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自然の水辺復活プロジェクトの取り組みを通じて学んだこと

４．完成検査から始まる多自然川づくり

・完成検査をゴールと考えず、川の変化を良く見なが

ら、必要に応じて少しずつ手を加える川づくりを行う

47

①工事完了直後
河床を平坦にせず仕上げたが、澪筋は
直線的。右岸に残した樹木により河床形
態に変化がつくことを期待した。

完成検査から始まる川づくり

②１年経過後

当初の予想通り河床形態に変化がつい
たが、右岸の洲が発達し、左岸側の河岸
浸食の対策が必要となった。

③現在（対策を実施）

澪筋の変化を保全しながら、より変化の
ある川を目指すため、河岸浸食対策を実
施し、経過を観察中。
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平成２２年６月下旬の洪水により、覆土が流出
49

ご静聴ありがとうございました

5050


